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も効果的に表面自由エネルギーを減少させ，内容物取り出
し性が良好となることが分かる。したがって，本報の検討
範囲においては，表面改質剤の構造は，極性部を有し，か
つ非極性部の大きなものが効果的である。
　表面改質剤 C（植物性ワックス）に着目し，その添加
量の表面自由エネルギー成分（極性力成分と分散力成分）
に及ぼす影響について調査した結果を，Fig. 4に示す。
Fig. 4（a）から，極性力成分のエネルギーは，添加量の増加
とともに低下することが分かる。一方，Fig. 4（b）から，分
散力成分のエネルギーは，添加量が増加しても，ほとんど
変化が認められない。したがって，表面改質剤 C（植物性
ワックス）は，表面自由エネルギーの極性力成分を低下さ
せる効果があることが判明した。

4.2　加工性・耐衝撃性についての検討結果

　PETフィルムラミネート鋼板の二軸配向度と，加工性・
耐衝撃性の関係を調査した結果を Fig. 5，6に示す。開発
品である新規ホモ PETフィルムをラミネートした鋼板の
加工性，耐衝撃性は，既存のホモ PETフィルムをラミネ
ート鋼板に比べ，優れていることが分かる。また，新規ホ
モ PETフィルムラミネート鋼板の加工性は，二軸配向度
の低下により向上するが，耐衝撃性は，二軸配向度の低下
によって電流値が増加し特性が劣化する。このように，加
工性と耐衝撃性は，相反する傾向を示すが，二軸配向度を

0.1～0.6の範囲内に制御すれば，両特性に優れる新規ホモ
PETフィルムラミネート鋼板が得られることが分かる。

4.3　意匠性についての検討

　着色剤として，安全性や着色力の観点から有機系顔料を
選択し，PETフィルムに添加した。顔料の分子構造など
を調整することによって，PETフィルム内での移動性を
抑制した。さらに，保護フィルム層の形成と PETフィル
ムの結晶構造制御によって，顔料の析出現象を完全に抑止
した。

4.4　開発品について

　当社が開発した食缶用新ラミネート鋼板を，Fig. 7（a），
（b）に示す。缶内面側に相当する面には，複層構造の PET

フィルムを適用し，上層に特定の表面改質剤を添加し，か
つフィルムの二軸配向度を調整することで，優れた内容物
取り出し性と加工性・耐衝撃性を実現している。
　缶外面側に相当する面にも，複層構造の PETフィルム
を適用し，下層に特定の着色剤を添加することで，安定か
つ優れた意匠性を実現している。
　当該開発品を実機製造し，製缶メーカーの実ラインで連
続製缶テストを行った結果を，Photo 1に示す。缶型は，
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1ポンド缶・1/2ポンド缶の 2種類である。破胴・割れ・
しわの発生がなく，良好な製缶性を有することを確認した。
なお，内容物充填後の経時テストにおいても，良好な性能
を維持することを確認している。
　本開発品は，2001年に工業化され，北米の大手製缶メ
ーカーを中心に大量受注を獲得した。今後も大幅な受注量
拡大が見込まれ，世界規模で順調に採用実績を重ねている。

5.　結言

　優れた環境適合性に加え，内容物取り出し性，加工性，
意匠性をはじめとする食缶缶詰の要求特性に適合した食缶
用新ラミネート鋼板「ユニバーサルブライト®」タイプ F

を開発した。本開発の検討結果を要約すると，以下のとお
りである。
（1） 内容物取り出し性は，内容物と接する材料の表面自由

エネルギーの影響を受ける。PETフィルムへ適正な
表面改質剤（植物性ワックス）を添加する技術によ
り，効果的に表面自由エネルギーを低下させることが
でき，優れた内容物取り出し性の付与を実現した。

（2） 特殊な非晶分子構造を有する新規ホモ PETフィルム
の適用と，フィルムの二軸配向度を適正な範囲に制御
するラミネート技術によって，加工性・耐衝撃性の改

善を実現した。
（3） 着色剤の PETラミネート鋼板表面への析出を完全に

抑止し，安定かつ優れた意匠性を実現した。
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